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3月 28日、県が新池り||の水質浄化と共に生活りに水への意識を高めることを目的とした「植栽

いかだ」が設置され、「新池川をされいにする会」の会員と鳴門第一中学校の生徒らが、カキツノヽ

夕の苗をポットに植え付け、「植栽いかだ」にはめ込みました。「新池川をされいにする会」は、

昨年より新池川の水の浄化を目指してEMダンゴを投入しており、今年からは川沿いの景観を良

<しようとシノヽザクラを植えています。

鴫門市花街道・地域づくリネットワーク

顧 間  村 元 信 江

平成元年、有志7人が活動の支援組織をつ<
リバーベナテネラの苗を育て「花のまちづ<
り」を広く呼びかけてさらに広がりをみせ、内

容もはまぼう1万本運動や、反好コスモス運動

に伴うドイツ 。青島とのコスモス交流の発展、

音楽劇協力・コスモス列車や周遊バスの運行。

国文祭協力の他、市街地や観光ポイント緑化、

環境Po5題など多彩となり、官民2人3脚での取

り組みが浸透中です。今後とも皆様と共に創造

的なまちづ<りのお役に立てることを願つて

います。
「
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(勲章と褒章について)

褒章は勲章と同じ<功績のある人を表彰す

るものですが、勲章との違いは、勲章はその人

の生涯を通しての功績を総合的に判断して授

与されるのに対して、褒章は特定の表彰される

べき顕著な事績に対して授与されます。

(緑綬褒章について)

鴫Fヨ市花街道・地域づ<リネットワークは、

昨秋、緑綬褒章を頂き、浜田顧次代表が皇居

において天皇陛下から拝謁を賜りました。

緑綬褒章の団体受章は徳島県では初めてと

同いましたが、日ごろの地道な実践活動が評

価されたことに加えて団体受章は二重の喜び

であり、今後の励みとなりましょう。これも

ひとえに地域を良<したいとの市民の熱い思

いの結果であり、活動を支えて<ださつた

方々のおか|プです。ありがとうございます。

長年事務局を勤めさせていただいた立場か

ら経緯に触れますと、27年前早期退職した

私は地域の革抜きを役員さんに申し出まし

た。あちこちに雑革は遠慮なく生えて失業の

心配なし。心中密かに「花のまちさいた」の

夢を描き、現役市民として生きていけること

が何より嬉しかつたのです。

明日はどこの革抜きをしようかとわ<わ<
しながら眠るような毎日でしたが、次第に志

を同じ<する方があちこちで活動されるよう

になりました。革の根ネットワークの種まさ

が始まりかけていたのです。共通する夢は地

域を自分たちで良くしたいと思う創造的な営

み「花を手がかりのまちづくり」でした。

自ら進んで社会に奉仕する活動に従事し、徳

1行顕著である者。(。 ・ほぼ20年以上)
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里浦町自主防災会連含会  松下 恭ヨ

大震災から―ヶ月、犠牲になられた方々の御冥福と被災地の復興を心からお祈りいたします。

今、私たちがしなければならないことは、被災地への支援を息長<続けるともに、多くの犠牲の

もとに残された尊い教訓を生かして南海地震に備えることだと思います。

このたびの東日本人震災は、政府も専門家も者えていなかつた想定外の巨大地震 (M9)であり

ました。世界に自慢してきた津波防潮堤を軽々 と超えた大津波は多<の市街地を壊滅させました。
同ψ海溝型の地震である東海。東南海:南海地震は3運動の危険性がさらに高まったことから、国

に先駆け徳島県では被害想定の見直しも始まりました。
津波から身を守るには、「いち早く高台などに逃げるしかありません。」

悪[i[言言E言][[誓I][i][il言 :L:首警』[首言I:なf甘嘗
襲」
≦ヽ】ミhit

すると共に津波一時避難場所 (高台)の確保に努めたいと考えています。

平成 16年 3
地  区 最大津波高さ (m) 津波到達時間 (分)

里浦海岸 4.3

“岡崎海岸 3.6 50

鴫P3海岸 4.2 49

室  港 2.3 52

粟田漁港 1.9 62

折野漁港 1.9 68

また、地震の揺れにより室内で怪我をすると迫り来る津波や火災から逃げることもできませんじ

御近所との助け含いもできません。

住宅の耐震化とともに家具類を固定して室内を安全にすることが「自分と家族の命を守り地域を

守る最も重要な防災対策」です。各ご家庭で対策を実行しましょう。

①モモの会 おはなしボランティア
活動日 毎月第203・ 4水曜日

10:00～ 12:00
場 所 鳴門市立図書館2階 視聴覚室

②環境ボランティア
活動日 毎月第2土曜日

10:00～ 11:30
(雨天中止)

場 所 鴫Pヨ市立図書館 館庭

暮奨記F轟屋理誕ま簿層勢島雲R(鷲婁響Pり
◎問い合わせ先

汗かき縁のポランティア2011」

日 時 平成23年 5月 15日 (日 )

10:00～ 15:Oo
(集合9:30上 勝町・環 on)

場 所 徳島県上勝町高丸山 0千年の森 ノ・

遊学の森エリア18
概 要 自然の森が復活する為の下革刈り

作業

持参物 長靴か運動靴・帽子 。軍手 0弁当・
飲み物・タォル・あれば、使い慣れ
た鎌留麟雲建軽服装で来て<ださい)

募集締切り 平成23年 5月 13日 (金)

|  ◎申し込み・問い合わせ先

1   讐::鴨層壼き:ど馨二ぢ夕7百ク
I   FAX o88-δ 5ラニ2Eラ 6Ψ   I

近くに出や高台がある地域

は駆け上がれる道 (昔の獣

道)を自分たちで確保してお

きましょう。
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地 域 と 共 に

当法人は、平成22年 9月より鴫F5市瀬戸町堂
浦で通所介護及び予防通所介護事業所「あかリデ
イサービス瀬戸」を運営しています。
現在介助・介護が必要なお年寄りは、第2次世

界大戦を経験し、終戦後の経済成長をしてきた日
本を支えた世代です。その世代の人達が一番欲し
かつたのは自分の家 (城)だつたのではないでし
ょうか。障子・襖・畳・上壁、そんな家を夢見て

働き、手に入れ、一生懸命家族を守り生きてきた
人達と・T・います。そんな人達に温もりのある家、
温かい心で接する事により、穏やかに元気な 1日
1日を過ごして欲しいと考えています。そんな気
持ちでご<ありふれた普通の民家を利用した定
員10名の施設です。
あかリデイサービス瀬戸の特徴は、摂食・嚇下

(食べる 。飲み込む)を最も重要視している事で

す。高齢になると、老化や病気のために囃下障害
が起こりやす<なります。囃下障害とは、食べた

物が気管或いは肺に入り微熱が続いたり、肺炎
(誤囃性肺炎)になるなど、誰にでも起こり得る

障害です。私たちは、いつまでも “好きな物を美
味し<食べてもらいたい"“元気で生き生きとし

た生活を送つて欲しい"と願つています。

NPO法 人あかり 担当者 新 開 正 規

現在、当施設をご利用頂いている要支援・要
介護の方は、程度の違いはありますが全ての利
用者に味下障害があります。その為に、lヶ月
1～ 2回程度、専門職を招き摂食囃下について
(廉下食の作り方・喋下しやすい食べ物・廉下
しに<い食べ物等)の勉強会を実施していま
す。今後この勉強会を他の団体の希望者 (在宅
介護をされている方・老人会・婦人会等)に各
地区の公民館・集会所などを利用させていただ
き、摂食・囃下の知識をともに学びたいと考え
ています。

地域の高齢者に元気でいてもらうというこ
とは、その地域が活性化することにも繋がりま
す。また「あかリデイサービス瀬戸」は “Here
We Are(私たちがここにいる)"の思いから、
週に 1回程度地域の誰もが気軽に立ち寄れる
“ふれあいの居場所"と し、運営したいと計画

しております。是非、気軽にお立ち寄りくださ
い。
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①「もの冨≦皐享董爾買応8逸轟身
学ぶ

日 時 平成23年 5月 29日 (日 )

10:00～ 15:00
(集合9:00徳 島市内)

徳島県上勝町樫原の棚田と高丸出

日本棚田百景の棚田での田植え体験

彗つ嘗鐙 l  χろ芝

り其の中に遊び心を満喫できる 1日

学習会

(徳島市内から専用バスにて送迎あり)

対 象 小学生と保護者 (先着10組)

参加費  1人700円 (保険代)

募集締切り 平成23年 5月 25日 (水)

※この活動事業は、平成23年度子どもゆめ基

金の助成活動事業

②暉境鼠Ξ襲王雪墨罷(へんげ洵請習会

③「小夜の上勝竹灯り2011」

日 時 平成23年7月 2日 (土)

19:00～ 21:00
場 所 徳島県上勝町旭・「古民家環境

体験施設一環ON」
概 要 全国ライ トダウンキヤンペー

ン協賛事業で4年目となり

ます。今年は「優しい光の中

での癒しの調べ」一手作り竹

灯篭と小さな音楽会

糞翼轟切りЪ 幾23年 6月 30日 (水)
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‐     太極拳を楽しむ「バンダの会」
会 長 太 田 晴 清

私たちの会は、今から7年前に中国の青島大学

から鴫門教育大学に留学生として来られていた

ハオ・リャンさんという一人の女性の熱意によっ

て始まることになります。

「鴫門市民に対して、介護予防を目的としてボ

ランテイアで太極拳の指導に当たっていただけ

ないだろうか」と言う申し出に、彼女はその場で

快<快諾をして<れました。

数ヶ月後、太極拳を学びたいという人達がポラ

ンティアセンターに集まり話し合いが持たれた

結果、太極拳を楽しむ「バンダの会」という介護

予防ボランティアが誕生することになりました。

平成 16年 4月 28日のことです。その時参加さ
れた方は、12名の方長でありました。会長に出

本太―氏を決め活動が始まることになりました。

主な活動

太極拳による介護予防普及活動の推進

1)支部活動の実施

撫養支部 毎水曜日 10:30～ 12:00
キヨーエイ鴫Fヨ駅前店4Fホール

板東支部 毎木曜日 10:30～ 12:00
板東公民館

瀬戸支部 毎月曜日 10:00～ 11130
大元神社境内

2)太極拳の普及と介護予防標識の募集 など
会  費 lヶ月1,000円

見学も出来ますので是非一度おいてください。
【問い合わせ先】

事務局 〒772-0031
鴫PS市大津町本津野字内田7-lo
コミュニティはうす丁SUDOI内

T軍 L&FAX 088-685-6177

その後、山本会長さんを中心に「パンダの

会」の会員一人ひとりが大変な努力をされ今

日の基礎をつ<られました。
7年を経過した現在、市内には、撫豊支部、

板東支部、瀬戸支部の3支部が結成され、総

勢150名の組織に発展してきております。

今、会員一人ひとりが介護予防ボランティ
アとして太極拳を通して自分自身の健康づ<
りを心がけながら、自分たちの周りの人達に

向けても、積極的に介護予防の啓発に努めて

おり、1,000人の仲間づくりを目指して活

動を展開しているところです。

太籠攀畦楽uF′しげの金JOHさん
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◇締切り日 平成23年 5月 31日 (必替)
◇問い合わせ先 NHK厚生文化事業団「わかば基金」係

「わかば基金」

◇支援対零 (第 1部門、第2部門共通)

地域に根ざした福祉活動を展開しているグループ ONPO法人

◇
〒鰐雪」薄彗筵善1。。調 ?競野とよ雀雲温濡毬

雪o3-3476-5955


